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原虫のマイクロネームから放出される Apical Membrane Protein 1 (AMA1)と呼ばれる














離により水可溶性画分を調整した後に、水不溶性画分をトリトン X-100 と Sodium 
Dodecyl Sulfate (SDS)で可溶化した。PyRON5 タンパク質のサイズと可溶性をウェスタ
ンブロット法により検討した。免疫沈降には PyRON5 抗体に加えて、新たに作製した
マウス PyRON4 抗血清と PyAMA1 抗血清、および、以前の研究で作製された抗
PyRON2 抗体を用いた。局在解析には PyRON5 抗体と上述した PyRON4、PyRON2、
PyAMA1 抗体に加えて、以前の研究で作製された抗 PyRhopH3 抗体を用いた。 
 






分に検出されることを明らかにした。免疫沈降法により PyRON5が PyRON2, PyRON4, 
PyAMA1 と共沈することも分かった。間接免疫蛍光法によりメロゾイト期原虫での





ことを明らかにした。間接免疫蛍光法により PyRON5 が PyRON4 と共局在すること、
免疫電子顕微鏡にてロプトリーに反応が見られることを明らかにした。 
 
考   察 
 今回のマラリア原虫における RON5 の基礎的研究により、マラリア原虫の RON5
が赤血球侵入期に形成される移動接合体に局在する複合体の構成成分であることが
明らかとなった。また、RON5 が人体内で増殖している時期のメロゾイト期原虫だけ
ではなく、人に最初に感染する時期のスポロゾイト期原虫にも発現していることが分
かった。移動接合体の形成はマラリア原虫の細胞侵入にとって必須であると考えられ
ており、今回の知見は、RON5 を標的とすることで、メロゾイト期とスポロゾイト期
の両者を標的とした治療・予防戦略が構築できる可能性を示唆すると考える。 
